
(1)令和 2年 7月 1日 健康と光線

は
じ
め

に

サ
ナ
モ
ア
ご
愛
用
者
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
、
初
の
緊
急
事
態

宣
言
発
令
と
い

っ
た
社
会
の
急
激
な

変
化
に
、
不
安
な
日
々
を
お
過
ご
し

の
こ
と
と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

感
染
者
数
は
、
外
出
自
粛
の
成
果

で
減
り
ま
し
た
が
、
都
市
部
を
中
心

と
し
て
、
い
ま
だ
に

一
日
数
十
名
の

新
規
感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

警
戒
を
緩
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
最
近
で
は
、
「
Ｗ
・
ｔ
ｈ
コ
ロ

ナ
」
と
い
う
ワ
ー
ド
が
盛
ん
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
を
撲
滅
す
る
こ
と
は
不
可
能

な
の
で
、
こ
れ
か
ら
先
、
経
済
活
動

を
維
持
し
な
が
ら
、
ど
う
や

っ
て
こ

の
厄
介
も
の
と
付
き
合

っ
て
い
く
か

に
舵
が
切
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

い
つ
く
る
か
も
知
れ
な
い
第
二
波
、

第
二
波
、
そ
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー
⌒感

染
集
団
）発
生
の
恐
怖
に
対
峙
し
な

が
ら
、
私
た
ち
は
、
英
知
を
結
集
し

て
、
こ
の
時
代
を
生
き
抜
く
ヒ
ン
ト

を
見
つ
け
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
現
実
で
す
。

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
に
見
る

新
型

コ
ロ
ナ
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
初
期
か
ら

「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」

を
見
す
え
、
実
践
し
て
い
た
国
が
あ

り
ま
す
。
北
欧
の
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で

す
。
欧
州
諸
国
の
ほ
と
ん
ど
が
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

（都
市
封
鎖
）を
実
施
す
る
な
か
、
個

人
に
対
す
る
注
意
喚
起
に
止
め
、
強

制
力
を
伴
う

ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
は
せ

ず
、
緩
や
か
に
集
団
免
疫
獲
得
を
目

指
し
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
、
「
Ｗ
・

ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」
で
す
。
当
初
は
こ
の

や
り
方
を
賞
賛
す
る
声
も
あ
り
ま
し

た
が
、
人
口
比
で
は
、
死
亡
者
数
が

北
欧
ノ
ル
ウ
エ
ー
の
五
倍
に
達
し
た

た
め
、
否
定
的
な
意
見
が
増
え
て
い

ま
す
。

ノ
ル
ウ
エ
ー
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
ス

ウ

ェ
ー
デ
ン
の
戦
略
に

一
定
の
効
果

は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ウ
イ
ル

ス
が
急
速
に
感
染
拡
大
し
て
い
る
初

期
段
階
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
等
の

ハ
イ
リ
ス
ク
群
が
犠
牲
と
な
る
確
率

が
高
い
と
指
摘
。
当
の
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
の
専
門
家
も
、
死
亡
例
の
約
５０
％

が
高
齢
者
施
設
で
起
き
た
こ
と
か
ら
、

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
方
式
で
は
、
命
を
落

と
す
の
は
高
齢
者
だ
と
注
意
を
促
し

て
い
ま
す
。

そ
の
上
、
現
状
で
は
、

ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
を
実
施
し
た

ロ
ン
ド
ン
住
民
の

抗
体
保
有
率
１７
％
に
対
し
て
、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
住
民
の
抗
体
保
有
率
は
鶴

％
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、

ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
実
施
国
の
新
規
感
染
者
数
は
、
ピ
ー

ク
を
越
え
る
と
急
速
に
減
少
に
転
じ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン

は
米
国
に
似
て
、
感
染
者
数
の
減
少

も
緩
や
か
で
、
死
亡
者
数
も
高
止
ま

り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
戦
略

の
評
価
は
、
今
し
ば
ら
く
経
過
を
見

る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

突
然

の
重
症
化

サ
イ
ト
カ
イ
ン
・
ス
ト
ー
ム

と
こ
ろ
で
、
多
く
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
診
療
の
中

で
、
あ
る
時
点
か
ら
急
速
に
病
状
が

進
行
、
重
症
化
し
て
死
に
至
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
重
症
化
の
要
因
と
さ
れ
る

サ
イ
ト
カ
イ
ン

・
ス
ト
ー
ム
（免
疫

系

の
暴
走
）は
、
文
字
通
リ
サ
イ
ト

カ
イ
ン
（生
理
活
性
物
質
）の
嵐
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
本

来
、
人
の
身
体
を
守
る
べ
き
免
疫
系

が
暴
走
し
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な

い
状
態
に
陥
る
こ
と
で
す
。

一
般
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
等
の
外
敵

が
体
内
に
侵
入
す
る
と
、
免
疫
細
胞

が
戦
う
準
備
を
始
め
、
サ
イ
ト
カ
イ

ン
と
い
う
物
質
が
産
生
、
放
出
さ
れ

ま
す
。
こ
の
時
、
過
剰
に
産
生
さ
れ

る
と
、
正
常
な
細
胞
ま
で
も
が
損
傷

を
受
け
て
し
ま
い
、
全
身
性
に
炎
症

反
応
が
惹
起
、
凝
固
系
の
異
常
も
生

じ
ま
す
。
こ
れ
が
、
血
管
内
皮
細
胞

に
対
し
て
起
き
る
と
血
栓
の
形
成
に

つ
な
が
り
、
血
管
は
閉
塞
。
脳
動
脈

で
起
こ
れ
ば
脳
梗
塞
、
冠
動
脈
で
起

こ
れ
ば
心
筋
梗
塞
の
発
症
で
す
。

２
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く

八
月
十

一
日
∞
か
ら
十
三
日
の

ま
で
体
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

０
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健康と光線 令和 2年 7月 1日 (2)

１
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
＜

こ
れ
ま
で
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
、

持
病
を
も

つ
人
、
喫
煙
、
透
析
、
免

疫
低
下
状
態
等
が
、

ハ
イ
リ
ス
ク
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
若
い

健
康
な
人
で
も
サ
イ
ト
カ
イ
ン

・
ス

ト
ー
ム
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
世
代
を
問
わ
ず
、

全
て
の
人
が
感
染
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
が
初
期
に
出

し
た
指
針
で
は
、
こ
の
急
速
に
進
行

す
る
重
症
化
の
こ
と
ま
で
考
慮
し
て

お
ら
ず
、
発
熱
し
て
も
四
日
間
は
検

査
せ
ず
に
自
宅
療
養
と
ざ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
ま
じ
め

に
自
宅
待
機
し
て
い
ら
し
た
方
が
、

不
幸
な
結
末
を
辿

っ
て
し
ま

っ
た
悲

し
い
出
来
事
は
、
記
憶
に
新
し
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。

太
陽
光
と新

型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
な
く
、

「
太
陽
光
で
新
型

コ
ロ
ナ
不
活
性
化
」

と
い
う
共
生
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
な

り
う
る
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
米
国

土
安
全
保
障
省
か
ら
の
報
告
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
太
陽
光
に
よ

っ

て
急
速
に
不
活
性
化
す
る
と
し
た
も

の
で
、
無
孔
質
の
表
面
に
あ
る
ウ
イ

ル
ス
量
は
、
温
度
２．
～
２４
度
、
湿
度

８０
％
で
、
太
陽
光
が
当
た
る
と
わ
ず

か
２
分
で
半
減
。
空
気
中
に
漂
う
ウ

イ
ル
ス
の
量
に
つ
い
て
も
、
通
常
の

室
温
、
湿
度
２０
％
の
環
境
に
太
陽
が

当
た
る
と
、
わ
ず
か
１
分
半
で
半
減

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
報
告
に
対
し
て
は
、
米
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

の
放
射
線
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
を
務

め
る
デ
ー
ビ
ッ
ド

・
ブ
レ
ナ
ー
氏
が
、

太
陽
光
に
含
ま
れ
る
紫
外
線
の
多
く

は
紫
外
線
Ａ
波
（Ｕ
Ｖ
Ａ
）に
分
類
、

Ｕ
Ｖ
Ａ
は
日
焼
け
の
原
因
と
な
る
が
、

ウ
イ
ル
ス
に
有
害
で
あ
る
と
は

一
般

に
証
明
さ
れ
て
な
い
。　
一
方
、
波
長

の
短
い
紫
外
線
Ｃ
波
⌒Ｕ
Ｖ
Ｃ
）は
、

動
物
細
胞
や
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
物
質

を
傷

つ
け
る
性
質
が
強
く
、
殺
菌
ラ

イ
ト
に
も
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

大
気
に
吸
収
さ
れ
る
た
め
、
地
上
に

到
達
す
る
太
陽
光
内
に
は
存
在
し
な

い
と
問
い
か
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
研
究
の
指
揮
を

と

っ
た

ロ
イ
ド

・
ハ
フ
氏
は
、
研
究

で
使
用
し
た
紫
外
線
ラ
イ
ト
の
種
類

に
つ
い
て
、
自
然
の
太
陽
光
に
近
い

も
の
に
設
定
し
た
と
説
明
。
具
体
的

に
は
、
北
緯
４０
度
の
中
緯
度
地
域
に

お
い
て
、
立
夏
の
正
午
頃
、
海
抜
ゼ

ロ
地
点
で
み
ら
れ
る
太
陽
光
を
想

定
し
た
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、
他
の

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
と
同
様
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
、
太
陽
光
を
苦
手

と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
し
ょ

）つ
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
不
足
は危
険
信
号

英
国
の
欧
州
に
お
け
る
研
究
で
は
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
血
中
濃
度
が
低
い
国

ほ
ど
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

率
、
死
亡
率
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
も
有
効
と
さ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

は
、
免
疫
力
を
高
め
る
作
用
を
有
し
、

免
疫
機
能
を
必
要
な
だ
け
働
か
せ
る

こ
と
か
ら
当
然
の
結
果
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
に
免
疫
系
に
深
く
関
わ

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
で
す
が
、
日
本
で
は
、
最

近
、
過
度
の
紫
外
線
対
策
に
は
じ
る
２０

代
か
ら
３０
代
の
女
性
の
間
で
ヽ
低
値
で

あ
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
を
合
む
食
物
の
摂
取
だ
け
で
は

十
分
で
は
な
く
、
適
度
な
日
光
浴
ま

た
は
光
線
療
法
に
よ
り
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
を
自
身
の
身
体
で
合
成
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
他
の
ビ

タ
ミ
ン
と
異
な
り
、
ホ
ル
モ
ン
の
よ

う
に
種
々
の
臓
器
に
働
き
か
け
る
た

め
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
不
足
す
る
こ
と

に
よ
り
起
き
や
す
い
様
々
な
病
気
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
不
足
で

起
き
る
病
気

・
免
疫
力
低
下
に
よ
る
感
染
症

・
骨
粗
霧
症
、
骨
軟
化
症
、
く

る
病
な
ど
骨
疾
患

・
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
、

う
つ
病
、
乾
癖

・
多
発
性
硬
化
症
、
神
経
疾
患

。
大
腸
癌
、
乳
癌
、
前
立
腺
癌
、

卵
巣
癌
な
ど
悪
性
腫
瘍

見
え
な

い
敵
と

の
共
生

い
ま
世
界
は
、
「
Ｗ
・
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」

時
代
を
見
す
え
て
、
様
々
な
取
り
組

み
を
始
め
て
い
ま
す
が
、
共
生
を
成

功
さ
せ
る
た
め
の
要
因
は
、
大
き
く
外

的
要
因
と
内
的
要
因
に
分
け
て
考
え

ら
れ
ま
す
。
外
的
要
因
は
、
医
療
体
制

の
強
化
、
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
、
「
三
密
」
に
集
約
さ
れ
た
人
と
人

と
の
接
触
機
会
に
関
す
る
社
会
環
境

的
な
こ
と
で
、
内
的
要
因
は
人
の
免
疫

力
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
は

少
し
内
的
要
因
を
軽
視
し
て
い
る
よ

う
に
も
感
じ
ま
す
が
、
最
後
は
個
々

の
体
力
で
あ
り
、
免
疫
力
で
す
。

今
年
の
秋
か
ら
冬
は
、
新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
け
で
な
く
、
普
通
感
冒

の
原
因
ウ
イ
ル
ス
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

細
菌
が
襲
い
か
か

っ
て
き
ま
す
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
し

て
お
い
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
少
し
で
も
免
疫
力
を
高
め
る
努

力
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
数
か
月
間
の
外
出
自
粛
生
活

に
よ
り
日
光
浴
不
足
に
陥
り
、
体
内

の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
備
蓄
量
が
低
下
し
て

い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
太
陽

光
に
含
ま
れ
る
紫
外
線
が
、
皮
膚
に

当
た
る
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
合
成
さ
れ
、

こ
れ
だ
け
で
免
疫
力
向
上
に
つ
な
が

り
、
感
染
症
対
策
に
な
る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
で

も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

い
つ
か
ら
か
太
陽
の
恩
恵
を
忘
れ

て
し
ま
い
、
日
光
に
浴
た
る
こ
と
を

避
け
る
現
代
人
の
生
活
習
慣
こ
そ
、

「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」
時
代
に
見
直

さ
れ
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。



(3)令和 2年 7月 1日 健康と光線
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弊
社
は
、
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言

発
令
を
受
け
、
四
月
八
日
か
ら
五
月

十
六
日
ま
で
、
対
面
で
の
営
業
を
中

止
と
し
、
電
話
で
の
注
文
対
応
の
み

行

っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
残
念

な
が
ら
、
四
月
二
十
五
日
の
光
と
熱

研
究
会
、
五
月
二
十
二
日
の
中
国
支

部
講
演
会
は
、
開
催
中
止
と
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
ご
愛
用
者
様
か
ら
多
く

の
励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂
戴
致
し
ま

し
た
こ
と
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
は
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
、　
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
を
祈
る

ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

霧

慇

サ
ナ
モ
ア
東
北
支
部
講
演
会

日
時

会
場

住
所

日
時

会
場

住
所

サ
ナ
モ
ア
九
州
支
部
講
演
会

九
月
十

一
日
（金
）

午
後
二
時
か
ら

仙
都
会
館

８
Ｆ
会
議
室

仙
台
市
青
葉
区

中
央
２
１
２
１
１０

Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
か
ら
徒
歩
１０
分

十
月
九
日
（金
）

午
後
二
時
か
ら

福
岡
商
工
会
議
所

会
議
室
４０３
～
４０５

福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
前
２
１
９
１
２８

０
９
２
，４
４
１
１１
１
１
０

Ｊ
Ｒ
博
多
駅
博
多
口
か
ら

徒
歩
１０
分

交 電
通 話

交 電
通 話

「光
と
熱
研
究
会
」

関
東
支
部
講
演
会
の
お
知
ら
せ

「
光
線
療
法

の
も

つ
力

～
感
染
症
を
考
え
る
～
」

日
　
時

一
十
月
十
七
日
⌒土
）

午
後

二
時
か
ら

場
　
所

¨
目
黒
区
民
セ
ン
タ
ー

中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

五
階
会
議
室

【
お
願
い
】

講
演
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
感
染

症
対
策
を
施
し
た
上
で
行
う
予
定
で

お
り
ま
す
が
、
今
後
の
流
行
状
況
に

よ
り
、
中
止
せ
ぎ
る
を
得
な
い
場
合

も
ご
ざ
い
ま
す
。
お
手
数
を
お
か
け

致
し
ま
す
が
、
ご
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
開
催
の
是
非
を
ご
確
認
の

上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
感
染
症
対
策
と
し
ま
し
て
、

皆
様
に
は
あ
ら
か
じ
め
体
温
測
定
を

行
い
、
平
熱
で
あ
る
こ
と
を
ご
確
認

の
上
お
越
し
頂
き
、
会
の
最
中
は
常

時
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
二
十
五
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
延
期
の
お
知
ら
せ

先
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
六
月
の

養
成
講
座
に
つ
き
ま
し
て
、
緊
急
事

態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

状
で
の
開
講
は
難
し
い
と
判
断
し
、

八
月
に
延
期
す
る
こ
と
を
決
定
致
し

ま
し
た
。
ご
参
加
を
希
望
さ
れ
て
い

た
方
に
は
大
変
申
し
訳
な
く
、
ま
た
、

本
来
で
あ
れ
ば
、
感
染
症
対
策
と
し

て
有
効
な
光
線
療
法
を
理
解
し
て
頂

く
機
会
と
な
る
養
成
講
座
は
開
講
す

べ
き
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お

越
し
頂
く
皆
様
の
安
全
を
第

一
に
考

え
て
、
延
期
を
決
め
た
次
第
で
す
。

な
お
、
現
時
点
で
は
、
左
記
日
程

に
て
東
京
で
開
講
す
る
予
定
で
す
が
、

最
終
的
な
開
講
の
是
非
の
判
断
は
、

八
月
十
五
日
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
感
染
症
対
策
は
、
講
演
会
に

準
じ
た
形
で
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

8月 28日 (金 )、 29日 (土)の 2日間

*初日は午前 9時に集合

サナモア光線療法の基礎と生物学的作用

光線治療器のメンテナンス法

ルーフ式全身多灯照射療法の実践

医学総論

関係法規・開院のための準備

サナモア販売における代理店資格の取得

サナモアの名称使用

治療院を開業する際の指導

「健康と光線」への治験例投稿  「ヽ ―

申し込みの締め切り:8月 21日 (金 )

No 371

開 講 日 程

講 座 内 容



健康と光線 令和 2年 7月 1日 (4)

圃
□
回
団
固

サ
ナ
モ
ア
で
全
身
性
の
湿
疹
を
治
療

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
郷
子
氏

報
告

丁
Ｅ
Ｌ
〇
七
八
―
三
三
二
！
一三
五
八

症
例
　
４０
歳
　
女
性

症
状
　
幼
少
期
か
ら
全
身
性
の
湿
疹

の
た
め
に
病
院
を
転
々
と
し
、
漢
方

も
含
め
様
々
な
治
療
を
試
し
て
き
た

が
、
治

っ
て
も

一
時
的
で
再
発
を
繰

り
返
し
て
い
た
。
光
線
治
療
を
開
始

し
た
時
の
皮
膚
の
状
態
は
非
常
に
悪

く
、
痒
み
も
強
く
辛
そ
う
で
あ

っ
た
。

療
法
経
過
　
皮
膚
の
発
赤
が
強
く
、

掻
痒
感
が
著
し
い
箇
所
に
は
、
Ｂ
Ｃ

カ
ー
ボ
ン
を
用
い
、
第

一
集
光
器
を

使
用
し
て
各
２０
分
以
上
照
射
し
た
。

他
に
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
で
足
裏
を
３０
分
、

膝
、
腰
部
、
腹
部
に
各
１０
分
照
射
。

Ａ
Ａ
カ
ー
ボ
ン
で
背
部
を
２０
分
、
Ａ

Ｂ
カ
ー
ボ
ン
で
集
光
し
て
後
頭
部
、

喉
を
各
１０
分
か
ら
１５
分
照
射
し
た
。

光
線
治
療
開
始
後
、　
一
、
二
週
間
で

痒
み
が
軽
減
し
、
熟
睡
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
三
か
月
程
の
経
過
で
、
皮

膚
の
状
態
は
す

っ
か
り
改
善
し
た
。

皮
膚
疾
患
の
治
療
に
当
た

っ
て
は
、

な
る
べ
く
皮
膚
を
引

っ
掻
か
せ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
痒
み
を
抑
え
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
紫
外
線
の
有

す
る
止
痒
効
果
が
果
た
す
役
割
が
大

き
い
と
考
え
ま
す
。

対 匡

乳
癌
に

す
るサ
ナ
モ
ア
使
用
経
験

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
宙
姓
一削
巴
氏

報
告

症
例
　
７０
歳
　
女
性

症
状
　
サ
ナ
モ
ア
ご
愛
用
者
。
久
し

ぶ
り
の
電
話
で
、
乳
癌
と
診
断
さ
れ

病
院
で
の
治
療
を
開
始
し
た
が
、
サ

ナ
モ
ア
光
線
療
法
も
併
用
し
た
い
と

話
さ
れ
た
。

療
法
経
過
　
①
当
初
の
治
療
は
Ｂ
Ｄ

カ
ー
ボ
ン
に
て
、
乳
房
、
腋
寓
部
の

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
九
二
〈
〓
ユ
二一
日
一二
“
〓
軌

照
射
を
指
示
。
ま
た
免
疫
力
を
高
め

る
た
め
、
必
ず
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン
で
足

裏
を
自
分
の
気
が
済
む
ま
で
少
し
で

も
長
く
照
射
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

②
数
か
月
後
の
連
絡
で
、
今
度
は

骨
転
移
が
明
ら
か
に
な
り
、
骨
に
は

Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン
が
良
い
か
と
の
質
問

を
受
け
た
の
で
、
癌
の
骨
転
移
は
、

長
年
に
わ
た
る
治
験
例
報
告
に

心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す

海
渡

一
二
三
先
生
⌒川
崎
市
　
東
京
光

線
治
療
院
）か
ら
、

「喜
同
齢
を
理
由
に
、

今
後
の
投
稿
を
辞
退
し
た
い
と
の
ご
連
絡

を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

先
生
は
、
福
岡
、
広
島
に
て
光
線
療
法

の
普
及
を
行

っ
た
経
験
を
基
に
、
昭
和
３０
年
代
、
丸
子
通
り
に
て
光
線
治

療
院
を
ご
開
業
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
多
く
の
患
者
様
の
治
療
に
携
わ
る

傍
ら
、
全
国
療
術
師
協
会
で
の
活
動
、
そ
し
て
貴
重
な
ご
自
身
の
治
験
例

を
長
年
に
わ
た
り
、
「
健
康
と
光
線
」
に
ご
投
稿
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

先
生
の
治
験
例
報
告
で
、
病
気
で
悩
ま
れ
て
い
る
多
く
の
方
が
、
勇
気

づ
け
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

　

宇
都
宮
　
正
範

Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
で
照
射
す
る
よ
う
指

示
し
た
。

③
そ
の
数
か
月
後
の
電
話
で
、
こ

れ
ま
で
の
治
療
経
過
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
た
。
乳
癌
は
最
初
３

ｍ
だ

っ
た

の
が
、
今
は
２

Ш
程
度
ま
で
縮
小
。

骨
（頚
椎
、
胸
椎
）に
は
１０
日
間
放
射

線
照
射
。
そ
の
後
、
５
回
程
抗
癌
剤

治
療
を
施
行
し
、
現
在
、
骨
転
移
病

巣
も
縮
小
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
。

病
院
で
癌
と
診
断
さ
れ
て
か
ら
、
毎

日
、
数
時
間
光
線
治
療
を
し
て
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
辛
抱
強
く
光
線
治

療
を
続
け
ま
す
と
話
さ
れ
、
私
も
ホ
ッ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。



(5)令和 2年 7月 1日 健康と光線

困
国
国
□
固

難
治
性
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性

皮
膚
湿
疹
を
治
療

（後
編
）

金
野
　
奈
美
様

報
告

着
手
県

光
線
治
療
を
始
め
て
三
週
間
が
経

っ

た
頃
、
た
だ
れ
て
い
た
こ
め
か
み
か

ら
、
膿
や
血
が
浸
み
だ
し
ま
し
た
。

一
時
的
に
ひ
ど
く
な
る
と
は
聞
い
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
薬
等
、

体
内
に
押
し
込
め
ら
れ
て
い
た
物
質

が
出
て
き
て
い
る
の
だ
か
ら
出
し
切

ろ
う
と
、
涙
を
流
す
娘
に
言
い
聞
か

せ
ま
し
た
。
私
も
顔
を
ガ
ー
ゼ
で
お

さ
え
る
娘
を
見
て
、　
一
緒
に
泣
い
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

週
に

一
回
の
光
線
治
療
と
時
々
の

整
皮
を
行

っ
た
次
の
日
は
、
膿
が
排

出
さ
れ
、
穴
が
開
い
た
よ
う
な
皮
膚

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
後
、
光
線
を

か
け
る
と
皮
膚
が
ツ
ル

ッ
と
し
て
い

る
こ
と
に
気
付
き
、
少
し
ず

つ
確
実

に
良
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
娘
も

手
応
え
を
実
感
し
た
の
か
、

エ
ス
ピ

オ
さ
ん
に
対
し
て
心
を
全
開
に
信
頼

し
始
め
る
よ
う
に
な
り
、
四
か
月
が

経
過
し
た
頃
に
は
、
顔
は
赤
ら
み
を

残
し
た
だ
け
で
、
ボ
コ
ボ

コ
だ

っ
た

皮
膚
も
ツ
ル
ツ
ル
に
な
り
、
マ
ス
ク

を
外
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
そ
こ

に
至
る
ま
で
、
何
日
も
通
い
ま
し
た

が
、
遅
い
時
間
に
も
対
応
し
て
い
た

だ
き
、
行
く
度
に
娘
を
励
ま
し
、
体

調
も
気
遣
い
、
母
親
の
私
以
上
、
娘

に
寄
り
添

っ
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
の
姿
勢
に
は
脱
帽
で
し
た
。

そ
し
て
、
・２
月
の
修
学
旅
行
に
は

マ
ス
ク
を
外
し
て
行
き
た
い
と
い
う

目
標
を
待
た
ず
に
、
夏
の
終
わ
り
頃

に
は
、
あ
の
ひ
ど
か

っ
た
状
態
が
ウ

ソ
の
よ
う
に
治

っ
て
い
た
の
で
す
。

娘
に
は
笑
顔
が
戻
り
、
も
う
涙
な
ん

て
流
し
ま
せ
ん
。
す

っ
か
り
、
明
る

さ
を
取
り
戻
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
部
活
動
で

は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
に
も
な
り
ま
し
た
。

よ
り

一
層
動
き
ま
わ
り
、
あ
ま
り
に

や
ん
ち

ゃ
ぶ
り
を
発
揮
し
た
た
め
、

腰
を
痛
め
、
肉
離
れ
も
起
こ
し
ま
し

た
が
、
光
線
を
か
け
る
こ
と
で
、
翌

日
に
は
痛
み
が
楽
に
な
る
こ
と
も
経

験
し
ま
し
た
。

修
学
旅
行
も
無
事
に
終
え
、
全
て

の
行
事
は
、
ど
れ
も
が
青
春
の

一
ペ
ー

ジ
を
飾
る
に
相
応
し
い
写
真
で
い

っ

ぱ
い
で
し
た
。
と
く
に
部
活
動
は
、

ケ
ガ

が

つ
き
も

の
で
仕

方
な

い
に

し
て
も
、
ケ
ガ

の
治
り
は
誰
よ
り
も

早
く
、
自
分
に
は
光
線
が
あ
る
と
い

う

思

い
か
ら
か

、

誰
よ
り
も
多

く

ボ

ー
ル
を
触
り
、
ボ
ー
ル
を
追

い
か

け
、
悔
い
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

受
験
モ
ー
ド
ヘ
の
切
り
替
え
も
早

く
、

身

体

の
悩
み
も
な
か

っ
た
た

め
、
早
々
に
大
学
も
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
報
告
の
た
め
、

エ
ス
ピ
オ
さ
ん
を
訪
ね
た
時
、
わ
が
事

の
よ
う
に

一
緒
に
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と

を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
卒
業
す
る
ま
で
、

光
線
は
続
け
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

春
を
迎
え
、
光
線
や
高
価
な
化
粧
水

等
か
ら
も
卒
業
で
き
、
娘
は
、
颯
爽

と
大
船
渡
か
ら
旅
立
ち
ま
し
た
。

私
た
ち
親
子
は
、
エ
ス
ピ
オ
さ
ん
と

の
出
会
い
で
本
当
に
救
わ
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
出
費
は
大
き
く
、
生
活
は

大
変
で
し
た
が
、
子
供
の
笑
顔
が
消

え
て
い
く
こ
と
の
辛
さ
の
方
が
大
き
く

苦
し
い
も
の
で
し
た
。
あ
の
頃
の
私
は
、

お
金
が
い
く
ら
か
か
ろ
う
が
構
わ
な
い

と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。
と
に
か
く
必

死
で
し
た
。
そ
の
思
い
に
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
が
懸
命
に
力
を
貸
し
て
く
れ
、

勇
気
も
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
薬
を
飲
ん
で
も
思
う
よ
う
に

治
ら
な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ら
、

是
非
、
こ
の
光
線
を
体
験
し
て
欲
し

い
で
す
。
き
っ
と
、
い
い
え
、
絶
対
に

解
決
し
て
く
れ
ま
す
。
苦
し
い
日
々

が
ウ
ソ
の
よ
う
に
思
え
る
日
が
必
ず
来

ま
す
。
命
よ
り
大
切
な
我
が
子
の
笑

顔
を
取
り
戻
し
て
く
れ
た
光
線
は
、

病
ん
で
る
方
の
未
来
を
も
明
る
く
照

ら
す
光
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

４
濾
ｑ一嘔写真①② :治療開始前

写真③ :治療 にて改善
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健康と光線 令和 2年 7月 1日 (6)No 371

株
式
会
社
東
京
光
線
メ
デ
ィ
カ
ル

創
業
八
十
八
周
年

治
療
院
ソ
レ
イ
ユ

設
立
二
十
周
年

大
垣
事
業
所

設
立

十

周
年

幻
と
な
り
ま
し
た
東

京

五
輪
イ

ヤ
１
２
０
２
０
年
は
、
弊
社
に
取
り

ま
し
て
も
創
業
八
十
八
年
と
な
る
節

目
の
年
で
し
た
。
創
業
者
で
あ
る
宇

都
宮
義
真
が
、

１
９
３
２
年
（昭
和

七
年
）に
芝
白
金
台
町
で
東
京
光
線

療
法
研
究
所
を
創
業
し
た
時
、
こ
こ

ま
で
続
く
と
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
途
中
、
第
二
次

世
界
大
戦
で
の
空
自
期
間
は
あ
り
ま

し
た
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
曲
が

り
な
り
に
も
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

サ
ナ
モ
ア
ご
愛
用
者
様
の
お
蔭
と
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
２
０
０
０
年
の
ミ
レ
ニ
ア

ム
イ
ヤ
ー
に
開
業
し
た
弊
社
の
付
属

治
療
院
も
、
無
事
に
２０
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
２
０
１
０
年
に
大

垣
事
業
所
の
運
営
が
弊
社
に
移
管
さ

れ
て
か
ら
も
１０
年
が
た
ち
ま
し
た
。

1/
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こ
れ
ら
が
重
な

っ
た
２
０
２
０
年

で
す
が
、
世
界
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
猛
威
に
脅
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
弊
社
は
、
現
状
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
憂
う
こ
と
な
く
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
の
明
る
い
未
来
に
向
け
て
、

サ
ナ
モ
ア
で
皆
様
の
健
康
を
支
え
続

け
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

宇
都
官
え
明
（前
代
表
）

今
わ
二
年
春

の
叙
勲

の
学
誉

弊
社
の
記
念
す
べ
き
年
と
重
な
る

よ
う
に
、
株
式
会
社
東
京
光
線
メ
デ
ィ

カ
ル
前
代
表

宇

都
宮

光

明

（８５
）が
ヽ

旭
日
単
光
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

創
業
者
宇
都
宮
義
真
か
ら
引
き
継

ぐ
形
で
全
国
療
術
師
協
会
に
参
加
し
、

平
成
七
年
か
ら
二
年
間
理
事
長
を
務

め
た
後
、
平
成
九
年
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
、

副
理
事
と
し
て
の
活
動
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
な
か
で
も
、
昭
和

六
十

三
年
の
財
団
設
立
に
当
た

っ
て

の
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

弊
社
に
と
り
ま
し
て
も
誠
に
喜
ば
し

い
こ
と
で
、
こ
こ
に
報
告
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

光
線
療
法
普
及
協
会
は
、
日
光
が
健
康
を
増
進
す

る
自
然
の
恵
み
の
源
泉
で
あ
り
、
病
気
の
予
防
、
治

療
に
効
果
が
あ
る
と
の
観
点
に
立
ち
、
光
線
療
法
の

啓
蒙
、
普
及
活
動
に
努
め
、
皆
さ
ま
の
健
康
維
持
に

貢
献
し
ま
す
。

光
線
療
法
普
及
協
会
は
、
サ
ナ
モ
ア
に
対
す
る
認

知
と
評
価
を
高
め
る
た
め
、

一
、
季
刊
紙
、
「
健
康
と
光
線
」
の
発
行

二
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師
の
養
成

の
事
業
を
行
い
ま
す
。

光
線
療
法
普
及
協
会

医
学
博
士

宇
都
宮
　
正
範

（本
紙
の
無
断
転
用
を
禁
止
し
ま
す
。
）
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